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□　組織の概要
① 事業所名及び代表者名

株式会社アイ・エヌ・ジー
代表取締役社長　 木　村　実　牙　男（キムラ　ミゲオ）

② 所在地
本　　　　社　　　　　千葉県野田市中野台鹿島町11-26
工　　　　房　　　　　千葉県野田市堤台86－2

③ 設立年月日         平成4年11月16日

④ 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
統括責任者 木　村　実　牙　男 TEL：　04－7125－7471
担当者 島　田　徳　秋 FAX：　04－7125－7446

Eメール　ｉｎｇ＠ｗｊｂ.co.ｊｐ
http://www.wjb.co.jp/

⑤ 事業内容
ウォータージェット(超高圧水)による
・煙突アスベスト断熱材・セメント円筒管除去及び処理作業
・焼却炉及び施設のダイオキシン類除染、解体処理工事
・アスベスト含有外壁塗材除去及び処理作業
・コンクリート構造物の切断、斫り、表面処理、洗浄等の工事

⑥ 事業規模(令和3年度)
年間売上額  539百万円
資本金  23百万円
年間施工件数 45　件

⑦ 事業年度 5月～4月

⑧
・建設業の許可　　国土交通大臣　( 般－5)　第25072号   

とび・土工工事業 防水工事業
石工事業 水道施設工事業
塗装工事業 解体工事業

・認定各種
1) 審査登録機関：（一財）　日本建築センター　　

　石綿成形管材除去処理技術
  『　W ・Ｊ・ビベリアン除去工法　』　　ＢＣＪ－審査証明ー80号
　煙突内アスベスト含有断熱材除去処理技術
  『　W ・Ｊ・Ｂ除去工法　』　　　　　　　ＢＣＪ－審査証明ー161号
　石綿含有建築用仕上塗材からの石綿粉じん飛散防止処理技術
  『　W ・Ｊ・Ｐ除去工法　』　　　　　　　ＢＣＪ－審査証明ー260号

2) 国土交通省新技術情報提供システム　
　煙突石綿セメント円筒管除去処理技術　NETIS KT-130043-A　(2013年 9/26)
　石綿含有塗材除去処理技術　NETIS KT-160003-A　(2016年 4/21)

会社概要

本社 工房
無人

175.57㎡
従業員　　　　　 10名

許可内容

延べ床面積　　　 215.04㎡
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3) 埼玉県知事
　    『　創造的事業活動の促進に関する規定　』　　　工振第505号

4) 特許庁長官
      『  埋設石綿管の撤去方法及びその為の装置　』 　　　特許第2991430号
      『　埋設石綿管の撤去方法及びその為の装置その2　』 　　　特許第4179615号
      『　石綿管撤去方法及びその石綿管破砕装置　』 　　　特許第3273138号
      『　石綿管管破砕用超高圧水噴射装置　』 　　　特許第4683521号

⑨ 施設等の状況
・搬送用車輌 2トンアルミボディー車輌 1 台

10トンユニック車輌 1 台
4トンユニック車輌 1 台
4トンアームロール車輌 2 台
2トンダンプ・トラック車輌 2 台
ワンボックスタイプ車輌 2 台
軽ワンボックス車輛 3 台
軽トラック車両 1 台

・特殊車輌
4トン高圧吸引(ﾊﾞｷｭｰﾑ)車輌 4 台
4トン超高圧（ポンプ）車輌 1 台
28Ｌ/ｍiｎ
8トン超高圧（ポンプ）車輌 1 台
35Ｌ/ｍiｎ

・営業車輌
セダンタイプ車輌 1 台
軽ワンボックス車輛 1 台

□　認証・登録の対象組織・活動

認証　・登録番号　　　：　0006789
　

認証　・登録年月日 　：　2011/03/18

認証　・登録事業者名：　株式会社アイ・エヌ・ジー

対象事業所名　　　　　：　本社及び本社付属建物、工房

所在地　　　　　　　　　 ：　千葉県野田市中野台鹿島町11-26　他

事業活動内容　   ： ウォータージェット（超高圧水）による、
・煙突アスベスト断熱材除去工事
・煙突アスベストセメント円筒管除去工事
・焼却炉および施設のダイオキシン類除染・解体処理工事
・アスベスト含有塗材除去工事
・その他コンクリート構造物の切断、斫り、表面処理、洗浄等の工事
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環境理念

『水の力で信頼を築き、澄んだ未来を創造する』を企業理念に、ウォータージェットによる煙突 　

並びに外壁の石綿、ＤＸＮ類等の有害物質を安全に除去、処理する事業を展開しています。

事業活動を通じて地球環境の保全に積極的に取り組み社会に貢献します。

環境経営方針

１．当社の安全な有害物質除去技術によって社会インフラ整備に貢献します。

２．環境負荷(二酸化炭素排出量、水使用量、廃棄物）の低減に取り組みます。

３．廃棄物の分別・リサイクル推進に取り組みます。

４．環境負荷低減に寄与するシステム、装置の開発を積極的に行います。

５．環境に配慮した工法、環境経営と環境負荷低減が継続的に改善出来るよう取り組みます。

６．環境関連法規・条例等を遵守したうえで事業を推進します。

７．グリーン購入の推進、地域環境活動に取り組みます。

８．環境経営方針を達成するために全従業員に周知し、教育、訓練を実施し、意欲と技術を底

上げさせるとともに、顧客満足度の向上、利益率向上に繋げていきます。

また取組みの内容を一般に公開します。

制定日　

改定日　

株式会社　アイ・エヌ・ジー

代表取締役社長　　木村　実牙男

平成27年　5月11日

令和 1年　5月31日

環　境　経　営　方　針

平成25年　5月 1日
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●エコアクション21実施体制図

［事業所］

［施工現場］　

資材管理

担当者

スタッフ

車両・機材管理

担当者

現場

代理人

工事部

経 理 部 営 業 部 管理部

管理責任者 管理責任者 管理責任者 管理責任者

工 事 部

ＥＡ21責任者

環境管理責任者　島田　徳秋

代表取締役

統括管理責任者

木村　実牙男
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●環境経営活動計画

① エアコン使用時の室内温度管理

 事務所：冷房　２８℃、暖房　２０℃

② 昼休み及び不在時はこまめに消灯する

③ 機器は省エネ型に順次更新していく

① 運転は急発進、急加速等を控え、エコ運転を行う

②

③ 燃費の良い車両に順次更新する

①

② 使用済みコピー用紙の裏面を再利用する

③ 社内文書の電子化（ペーパーレス化）を推進する

①

② 資材の使用は無駄を減らして廃棄物を少なく効率良く使用する

① 蛇口の開閉をこまめに行い、垂れ流しをしない

②

③ 現場休憩時間は必ず元栓を閉める

①

① 事務用品等でグリーン購入が可能なものは優先して購入する

①

活動計画の内容取組項目

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

廃
棄
物
排
出
量
削
減

　　電力使用量削減

ガソリン・軽油使用量削減

一般廃棄物排出量削減

産業廃棄物排出量削減

現場内で化石燃料使用機材車両等は、不必要な時間帯の稼動
を止める

市指定の分別を行い、資源ゴミとそれ以外に分け廃棄量を削減
する

資源物その他分別する種類を増やし混合廃棄物排出量の削減
に努める

総使用水量削減

有害物質（環境負荷）撤去し
安定処理した物件数を記録

事務用品のグリーン購入の継続

石綿、ダイオキシン等の有害物質（環境負荷）を除去した工事物
件数を記録し、工事施工実績として年次でまとめる

社会貢献の推進

現場仮設水道取り出しからの蛇口、ホース、ジョイント等の漏水を
監視する

事業所周辺の清掃及び雑草取りを定期的に行い地域環境美化
に貢献する
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●環境経営目標(中期目標　R3～5年度)

R０２年度
基準年度

削減(%) 目標値 削減(%) 目標値 削減(%) 目標値
㎡ 17,315

Kg-CO2 255,682
　 (環境効率指標値) Kg-CO2／100㎡ 1,477 -0.5% 1,469 -1.0% 1,462 -1.5% 1,455

Kwh 20,479 -0.5% 20,377 -1.0% 20,274 -1.5% 20,172

ℓ 4,900 -0.5% 4,876 -1.0% 4,851 -1.5% 4,827

建設現場 ガソリン使用量　総量 ℓ 9,519
(環境効率指標値) ℓ／100㎡ 47.2 -0.5% 47.0 -1.0% 46.7 -1.5% 46.5

軽油使用量　総量 ℓ 82,635
(環境効率指標値) ℓ／100㎡ 459 -0.5% 457 -1.0% 454 -1.5% 452

総量 Kg 5,820
(環境効率指標値) Kg／100㎡ 33.6 -0.5% 33 -1.0% 33 -1.5% 33

総量 Kg 121 -0.5% 120 -1.0% 120 -1.5% 119

水使用量 ㎥ 135 -0.5% 134 -1.0% 134 -1.5% 133

建設現場 総量 ㎥ 2,304
(環境効率指標値) ㎥／100㎡ 13.0 -0.5% 12.9 -1.0% 12.9 -1.5% 12.8

地域貢献活動 周辺雑草取り回数 回 2 2 2 2

※購入電力の二酸化炭素排出係数は「令和2年度東京電力エナジーパートナー㈱調整後排出係数　0.441kg-CO2/Kwhで換算」

事業系一般廃棄物

事 業 所 総量

※環境効率指標 = 原単位施工表面積100㎡当り排出・使用量　(原単位＝煙突石綿円筒管・煙突石綿断熱材・石綿含有塗材除去の3工種合計施工面積)
※環境効率指標原単位数量：令和2年度施工表面積17,315㎡、ガソリン・軽油・水使用量については原単位対象工種分で算出

部分に 数字を入力

R０３年度 R０４年度 R０５年度
削減目標値 削減目標値 削減目標値

産 業 廃 棄 物

施 工 _ 表 面 積

二酸化炭素排出量

ガソリン使用量　総量事 業 所

電力使用量　総量
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● 有害物質除去実績

アイ・エヌ・ジーの主たる業務はＷＪ（ウォタージェット）超高圧水による、共同住宅や学校に使用されている

煙突石綿セメント円筒管、又は工場や商業ビル等のボイラー用煙突に使用されている石綿断熱材、主に

建物外壁に使用されている石綿含有塗材等の除去工事です。

その除去装置、技術に4件の特許を有し、除去技術全般は、（一財）日本建築センターより3件の

建設技術審査証明を取得しています。又煙突石綿セメント円筒管除去技術及び石綿含有塗材除去

処理技術は国土交通省新技術情報提供システム（ＮＥＴＩＳ）にも登録されています。

アイ・エヌ・ジーの有害物質除去工事は安全で、確実な施工技術として高い評価を頂いています。

※環境効率指標の「原単位」は上記工事種別①、②、④の延べ施工表面積(㎡)

　

17,315 13,615 14,326

8,080 12,104 10,141 7,748 4,727

「原単位」となる延べ施工表面積(㎡) 28,088 44,994

1

11

6

21　　⑤その他、ＷＪによる工事 11

4

工事種別

　　①煙突石綿セメント円筒管除去工事　　

　　④石綿含有外(内)壁塗材除去工事　 11 9 4 6

R4年度
合45件

H30年度
合計52件

14

12

R3年度
合63件

煙突石綿セメント円筒管除去延長
（ｍ）

　　②煙突石綿断熱材除去工事　　

　　③煙突ダイオキシン除染・解体工事　

R1年度
合48件

R2年度
合47件

6

5

9

18

8

21

13

9

4

31

7

10

4
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●環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取組み

(1)　取組結果と評価　　※評価期間：令和4年度(4年5月～5年4月)

　※建設現場で排出される物質は環境効率指標で評価、事業所は総排出量で評価する

部分に 数字を入力

R０２年度 評　　価

基準年度

削減(%) 目標値 実績値 対目標(%) 削減(%) 目標値 実績値 対目標(%)

㎡ 17,315 13,615 14,326

総量 Kg-CO2 256,357 194,202 165,161

(環境効率指標値) Kg-CO2／100㎡ 1,481 -0.5% 1,474 1,426 96.8 -1.0% 1,466 1,153 78.6 〇

Kwh 20,479 -0.5% 20,377 21,093 103.5 -1.0% 20,274 21,926 108.1 △

ℓ 4,900 -0.5% 4,876 4,681 96.0 -1.0% 4,851 5,097 105.1 △

ガソリン使用量　総量 ℓ 9,519 10,663 9,438
(環境効率指標値) ℓ／100㎡ 47.2 -0.5% 47.0 49.6 105.7 -1.0% 46.7 43.1 92.3 〇

軽油使用量　総量 ℓ 82,635 57,869 47,113
(環境効率指標値) ℓ／100㎡ 459 -0.5% 457 375 82.0 -1.0% 454 301.0 66.2 ×↓

総量 Kg 5,820 4,500 10,470
(環境効率指標値) Kg／100㎡ 33.6 -0.5% 33.4 33.1 98.8 -1.0% 33.3 73.1 219.6 ×↑

事業系一般廃棄物総量 Kg 121 -0.5% 120 108 89.7 -1.0% 120 119 99.3 〇

総量 ㎥ 135 -0.5% 134 102 75.9 -1.0% 134 119 89.0 〇
水使用量

建設現場 総量 ㎥ 2,304 1,724 1,465
(環境効率指標値) ㎥／100㎡ 13.0 -0.5% 12.9 10.2 79.2 -1.0% 12.9 9.9 77.0 〇

回 2 2 2 100.0 2 2 100.0 〇
※ 購入電力の二酸化炭素排出係数[令和2年度東京電力エナジーパートナー調整後排出係数0.441（kg-CO2/kWh)で換算]

※環境効率指標 = 原単位施工表面積100㎡当り排出・使用量　(原単位＝煙突石綿円筒管・煙突石綿断熱材・石綿含有塗材除去の3工種合計施工面積)
※環境効率指標原単位数量：令和2年度施工表面積17,315㎡、令和3年度13,615㎡、令和4年度14,326㎡、ガソリン・軽油・水使用量については原単位対象工種分で算出
(2)　次(令和5)年度の取組み

・上記(1)の取組項目は令和3、4年度と同様とします
・環境関連法の遵守
・産廃の分別化を可能な範囲で進める
・環境負荷低減に寄与する装置の開発を推進する
・可能な限り省エネ機材に更新していく

本社周辺雑草取り回数

ガソリン使用量　総量

施 工 _ 表 面 積

二酸化炭素排出量

事業所

建設現場

事業所

地 域 貢 献 活 動

電力使用量　総量

130以上×↑
101以上から130未満△
100以下から70未満〇
70以下×↓　(単位%)

産 業 廃 棄 物

R０３年度 R０４年度

削減目標値 実績値 削減目標値 実績値
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●

　(1) 当社に適用される法規等と現在までの遵守状況

作業開始14日前までに知事・市長に計画書を提出

排水基準（有害物質は排水基準を定める総理府令）

保護具等の使用・粉塵の飛散防止措置等

継続して道路を使用する対象物件の許可申請

(2)違反、訴訟等　　　

・ 上記(1)法規等について確認した結果、環境関連法規への違反はありません。

なお、関係当局より違反等の指摘はありません。

・ 民事・刑事の訴訟もありません。

● 代表者による全体の評価と見直し・指示

環境関連法規等の遵守状況

遵守

届出業種、保有資格内の作業

遵守

建設業法

道路法

ダイオシキン特措法

法規等の名称 該当する活動 遵守状況

産業廃棄物の保管、運搬・処分の委託、管理票運用 遵守廃棄物処理法

労働安全衛生法

大気汚染防止法

水質汚濁防止法

遵守

遵守

遵守

石綿障害予防規則

騒音規制法 遵守元請による騒音測定

排水基準測定

遵守

下水道法 遵守

今年度も環境経営レポートを公表することが出来ました。全社員で地道に活動した結果です。
事業活動を客観的に評価するため導入した「環境効率指標」は運用から6年となりました。元とな
る原単位(当社主要工事で施工効率の異なる3工種を施工面積で合計)内の比率が今年は例年
より変化し数値の変動がかなり出ました。環境効率指標が客観的な原単位として評価できるか、
継続して分析していきます。全体としては活動計画をより細かく実践して行けばまだ削減の余地
はあるかと考えます。
その他に未だ続くコロナウィルスによる影響が公共工事の予算減少に繋がり、受注環境も厳しく
なり、現場が少ない時期もありましたが社員の技能向上のため各種資格取得に充てたりしてい
ます。
エコアクション活動に取組むことは環境負荷低減効果は当然として、その活動が自社技術力を
高めよって顧客満足度を向上させ且つ利益率向上にも繋がるという信念で活動しています。社
業である「ウォータージェットによるアスベスト除去」は安心・安全な「環境浄化事業」であることを
広く世間に知っていただき、今後も社会に貢献して行きたいと思っております。また、エコアクショ
ン活動に取組むことは同時にSDGsの多くの目標に繋がることを社員一人一人が理解し意識高く
取組んで行けるよう活動してまいります。
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